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Ａ．研究目的 

  周術期消化管外科患者の中でも特に食道

がん患者において、人工呼吸器関連肺炎（VAP）

予防、術後の誤嚥性肺炎予防、創感染による

縫合不全の予防などの観点から口腔内を清潔

に保つことが重要であることは知られている。

したがって、これらの食道がん患者にとって、

病院歯科やかかりつけ歯科医の存在や役割そ

のものは非常に大きいことが容易に想像され

る。今回、われわれは周術期食道がん患者の

口腔内管理の予知性をもって効率的に進める

ために、手術予定患者の口腔内の実態調査を

行った。 

 

 

Ｂ．研究方法 

  2011年10月から2012年９月の１年間に食

道がん手術のため、手術前に昭和大学病院歯

科、昭和大学藤が丘病院歯科、昭和大学横浜

市北部病院歯科・歯科口腔外科を受診した患

者 20 名を対象とした。当該患者の診療録から、

厚生労働省平成 23 年度歯科疾患実態調査の

調査項目に準じて口腔環境の実態調査を後ろ

向きに行い、その結果を全国調査結果と比較

検討した。 

（昭和大学歯学部医の倫理委員会承認

2013-026 号） 

 

 

Ｃ．研究結果 

  平均年齢は 69±11 歳（男性：19 名、女性：

１名）、現在歯数は 21±９本、健全歯数は 14±

９本、DMFT は 14±９本（うち D歯数：1.2±

２本、M歯数：6.4±８本、F数歯：６±５本）

であった。平成 23 年度歯科疾患実態調査から

年齢階級 40 歳から 85 歳以上の者の平均値と

比較すると、各階層の現在歯数・健全歯数と

もに食道がん患者の方が多く、DMFT・処置歯

数・未処置歯数・喪失歯数の項目においては

食道がん患者の方が少なかった。以上より食

道がん患者の口腔内は歯科疾患実態調査と比

較すると、良好な状態であると言える。今回

の調査では、う蝕の指標を用いての調査であ

ったため、今後は歯周疾患等の項目も追加調

査する必要性があると考えられた。 

研究要旨 

 入院中の食道がん患者に対する口腔ケアを効率よく遂行するために、口腔内の実態調査を行

った。計 20 名の口腔内状況を精査した所、我が国の歯科疾患実態調査より良好な結果となっ

た。歯周組織検査は行っていないが、残存歯数が多い状況で、口腔ケアを遂行しなければなら

ない事が解った。今後、歯周組織の状況を精査する予定である。 
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Ｄ．考察 

本調査は、主に東京都・神奈川県から来院

している患者が対象となっている。通常、食

道がん患者の実態としては男性に多く、飲酒

や喫煙がリスクファクターとなるため、生活

習慣病として齲蝕や歯周病が多いことが想定

された。しかしながら、予想とは逆に口腔内

は比較的良好である結果となった。これには、

居住地の問題もあると推定される。今回の調

査は、日常の口腔ケアの中で診査できる現在

歯数を中心に調査を行ったが、今後さらに口

腔内の特徴を把握するため現在は、調査対象

期間を延長し喫煙・飲酒の有無等を含めた生

活習慣や歯周疾患・咬合状態、更には術後の

経過も追加調査を実施して行きたいと考えて

いる。 その結果から、病棟における口腔ケア

の方法が明らかになってくると考えられた。       

 

 

Ｅ．結論 

 本調査から食道がん患者の口腔内は比較的

良好であった。今後さらに口腔内の特徴を把

握するため現在は、調査対象期間を延長し喫

煙・飲酒の有無等を含めた生活習慣や歯周疾

患・咬合状態、更には術後の経過も追加調査

を実施予定である。        
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 該当なし 

 2. 実用新案登録 

 該当なし 

 3.その他 

 該当なし 


